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Kavyadarsa一 和 訳 と注 釈(1.1-40)一
東 直 澄
は し が き
作 者Dandinは 詩 論 家 あ るい は作 家 と して の名 声 の 割 に は,在 世 年 代,出
生 地 等 が,い まだ 確 定 して い な い 。今 日ま で の 彼 に 関 す る研 究 で は,そ の年 代
は8世 紀 ごろ,南 イ ン ド出身 の バ ラモ ン と され て い るω。 イ γ ドの伝 承 で は,
厂DaP¢inの 三 著 作 は三 界 に名 高 い」 と され て い るに もか か わ らず(2)ゴkavya体
の 小 説Dasakumaracarita(十 王 子 物 語)と 詩 論 書Kavyddarsa(詩 作 の 鏡)
以 外 の 著 作 は 不 明 で あ る。第 三 の作 品 に 関 し て は様 々な諱 炉 あ る(3)。そ の うえ
上 記 の二 作 品1ビつ いて も,別 々の著 者 に よ ると さ れ る説 も存 在 す る。 す な わ ち
Dandin二 人 説 で あ る(・)。しか しな が ら,少 な くと も こ のKavyadarsaは,ま
ずDandinの 著 作 と考 え て よい 。
Kδ"44α 癒αは,現 存 す るサ ン ス ク リ ッ ト詩 論 書 の 中で 最 も古 い段 階 の もの
の一 つ で あ る。 第1章105偈,第2章268偈,第3章187偈 の三 章560偈 か らな り,
韻 文 で 書 か れ て い る。 そ して,様 々な修 辞 法 を,一 部 を 除 い て 殆 ん ど 自 ら詩 作
し た と され る用 例 で も って 説 明 して い る。









Translati・ 第 ・P・・na,1924・ ・ 一 ∫ 宙 ン 、、、・ 「1` 、、
・A .C.Banerjee;KAVYADARSA,SANSKRITANDTIBETAN
TEXTS,Calcutta,1939.
和 訳 に際 して は,O.Bohtlingkの 校 訂 本 に従 って 訳 し,部 分 的 に他 の校 訂
本 も参 照 した 。 今 回 は,紙 面 の都 合 上,第1章 第40偈 まで と した 。第41偈 か ら
の 和 訳 は,別 の 機会 に 委 ね る。
随 』「レ註
.(1)Dandinの 年 代決 定 の 中心 とな る諸説 の根 拠 は,Vamana(約A・D800年 頃)よ り
,以 鋒 に 荏在 す ぐか・Bhamaha ■(約A・D700年 頃)よ り以 後 に存 在 す るか・Bhamaha
よ り以前 に存 在 す るか の三 慮 で あ る。 最 も多 くの研究 者 にタ って 支 持 され て 望・る説 が,












・諸 説 ρ 全 てで はな い 炉 列謁 し孝 もの に
,大 類 純;バ ー マ ハ とダ ンデ .インを 酔 ぐりて,






・Kavyadarsa(1 .12)のdhandovicitiは,書 名 セ あ る とい う根 拠 が何 一 つ な く,問
題 と はな らな い。 → 訳 注12.
一2一





第1章 の 内容 を分 類 す る と,敬 礼 文(第1偈),詩 論 へ の前 置 き(第2偈 か
ら第9偈),詩 の定 義(第10偈 か ら第13偈),長 篇 詩 の 定 義(第14偈 か ら第22偈),
散 文 の 特徴(第23偈 か ら第39偈),ヴ ァイ ダル ビー体 の特 質(第40偈 か ら第102
偈),結 語(第103偈 か ら第105偈)の7部 分 に 大 き く分 か れ る。、具体 的 に は,
次 の よ うに示 され る。
sloka
〔1〕 敬 礼 文
〔2〕kavyaの 定 義 の成 立 に つ い て
〔3,4〕 言 語 に 対 す る称 讃
〔5〕kavyaに 対 す る称 讃
〔6,7〕 欠 点 あ るkavyaに つ い て
L〔8-、 。〕識 の成立について
〔11-13〕kavyaの 韻 文 に よ る他 の文 学 作 品 か らの 区別
〔14-22〕mahakavyaの 定 義
〔23〕 散 文 の文 学 作 品 につ いて
L〔24-3。 〕'k。tha
,akhyayika.
〔31〕 散 文 と韻 文 の混 淆 し た文 学 作 品 につ い て
一 〔32〕 そ の使 用言 語 に つ い て(samskrt語 ,prakrt語,apabhramsa語)
一 〔33〕samskrt語 とprakrt語 の 関係
一 〔34,35〕prakrt語 につ いて
一 〔36〕apabhramsa語 につ いて
一 〔37,38〕 文 学 作 品 と使 用言 語 の 関係
一3一
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(39・ 〕 観 るた めの 作 品 と聴 くだ め の 作 品 の 区別'.L
〔40〕 韻 文 の二 つ の 文 体(vaidarbhi体,gaudi体)
〔41,42〕vaidarbhi体 の10のg叫a(kavgaを 成 立 させ る10の 慮 性)
1三:翻謐 麗 齢,・ ・
一 〔47-50〕samataのg叫aと 用 例
三 〔51-54)madhuryaのgunaと 用 例
一 〔55-60〕anuprasaあ 定 義 と 用 例
一 〔・ ・:〕yamakaの 定 義 と 用 例
一 〔69 -72〕sukumarataのgunaと 用 例
一 〔73 -75〕arthavyaktiのgunaと 用 例
一 〔76-79〕udaratvaのgunaと 用 例
一 〔80-84〕ojasのgunaと 用 例
一 〔85-92〕kantiのgunaと 用 例
一 〔93-102〕samadhiのgunaと 用 例
〔103,104〕kavyaの 成 立 の原 因(詩 作 の三 条 件)
〔105〕 結 語
〔凡例〕
・原典 において省 略されてい る語を追加す る場合
,並 びに和訳 において文脈を理解 しやす
くす るた めに言葉 を追加 した場合 は,〔 〕 とした0
・術語の ローマナイズ,訳 語,あ るいは,そ の語 の意味す る内容については()と した。
・Bohtlingkの テキ ス トには,校訂に関して若干の問題が存在す るが,こ こでは,Bohtlingk
の テキス トに準拠す ることを断 ってお く。
m




ブ ラ フ マ ー 神(Brahman,梵 天)の 口 の よ う な 蓮 華 の 群 の 中 に い る 雌 ハ ン サ
(ha血sa,白 鳥)た る サ ラ ス ワ テ ィー(Sarasvati,弁 才 天)よ,私 の 心 に 永 久 に
と ど め よ 。H1巨
purvasastranisamhrtyaprayoganupalabhyacaI
yathasamarthyaznasmabhihkriyatekavyalaksanamll211
か っ て の 文 献 を 集 め て,用 例 を 学 び 知 らて,可 能 な 限 り 我 々 に よ っ て 詩 の 定
義 は 作 られ る 。II21f
ihasistanusistanamsistanamapisarvathai
vacamevaprasadenalokayatrapravartatell311
この 世 界 に お い て,全 て の方 法 で 知 識 人 た ち に よ って 教 え られ,ま た,'ご 自




も し,言 葉 と い う名 の 光 が 永 久 に 輝 か な い な ら,こ の 三 つ の 世 界 の 全 て は,





太 古 の 王 た ち の 名 声 の 影 像 は,鏡 で あ る 文 学 に 著 し て,彼 ら(太 古 の 王 た ち)




みなされる。しかしながら,悪 く使われた言葉は,作 者が 〔単なる〕牛の性質






詩 に お い て は,欠 点 が 〔た と え)わ ナ か で も,見 落 と さ れ る べ き で は な い 。
隷 難 轡 一つ囀 卿 ・に季?て醜くな騨 ゆ
gunadosanasastrajnahkathamvibhajatejanahl
kimandhasyadhikaro'stirupabhedopalabdhisuIIgII
優 れ た も の と 劣 っ た も の を,無 知 な 人 は ど の よ う に,区 別 す る の か 。 形 態 の
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彼 ら(知 識 人 た ち)に よ っで1詩 の 骨 組 と修 辞 は,示 さ れ た 。骨 組 ど は,1そ
れ が 望 ん で い る意 味 に よ って 区別 さ・れ た 語 の 連 続 で あ る。111011
padyamgadya血camisramcatattridhaiva∀yavasthita血l
padシa血catuspadi・taccavrtta血jatir三ti・dvidhaHllli
それ 醐)は 湘 文繖 文と 〔韻文と散来の〕.混淆した 〔文〕暢 樺 分
類 さ れ る。韻 文 は,四 部分(四 句)か らな り,そ して そ れ(韻 文)は,ヴ リッ
　





チ ャ ン ドー ヴ ィチテ ィ(chandoviciti,韻 律 学)に お いて,完 全 な そ の(韻 文
、の):詳 細}まゼ 示 さμ る。 そ の(チ ャ ン ドー ヴ ィチ テ ィの)知 識 は,深 い 詩 の 海





サ ル ガバ ン ダ(sargabandba,章 分 け さ れ た作 品)の 一 部 分 で あ る とい う性
質 か ら,ム ク タ カ(muktaka,意 義 の完 結 し た独 立 の シ ュ ロ ー カ),・ ク ラ カ
(kulaka,3つ 以 上 の シ ュ ロー カの結 合 し た一 文),コ ー シ ャ(kosa,詩 華 集),
サ ム ガー タ(samghata,同 じ韻 律 の 長 篇 詩 〉 ・とい う,そ の よ うな韻 文 の 詳 細 は,
こ こで は語 らな い。II1311 .
sargabandhomahakavyamucyatetasyalaksanamI
asirnamaskriyavastunirdesovapita琢mukhamlI14n
サ ル ガバ ン ダ は・ アハ ー カ ーグ ィア(mahakavya・ 長 算 詩 〉
:と呼 ばや る。 そ
の特 徴 は,祝 福,敬 礼,:あ る い は また キ




〔マハ ー か ヴ 、ア は〕*イデ 瑠.、一 サ(itiha、a,古 説 話)のaか ら生 じ け
な わ ち 題 材 を と り〕,ま た そ れ 以 外 は,事 実 に 基 づ く。 主 人 公 は,人 生 あ 四 つ の
目的 に 至 り,魅 力 的 で,高 尚 で あ る 。II1511
nagararnavasailartucandrarkodayavarnanaih[
udyanasalilakriqamadhupanaratotsava晦lI16目
町,海 山,季 節,月 の 出,日 の 出 の 描写 に よ って,苑 林 で の水 遊 び,酒 宴,





別 れ,そ し て結 婚,王 子 の 誕 生 の 描 写 に よ って,'ま た,会 議,使 者,出 征,




飾 ら れ,簡 略 で な く,ラ サ(rasa,情 緒)と バr...ヴ ァ(bhava,感 情 〉 を 継 続
　お　





〔章 の〕 終 り ごと に韻 律 は変 わ り,人 々を喜 こば せ る本 当の 修 辞 を もつ 詩 は,
世 界 の 終 りを 越 え て永 久 に存 在 す る。IIigII∴ 、・…'
nyunamapyatrayaih,kaiscidangaihkavya血nadu§yatil
yadyupattesusampattiraradhayatitaclvidahII2011
ま た 詩 は,欠 点 が あ って も,そ の部 分 に よ って 害 され な い。 もし長 所 が含 ま
れ るな ら,そ れ は,専 門 家 か ら 〔それ な りの〕 評 価 を与 え させ る。II201i
gunatah..:upanyasyanayakamtenavidvisami
nirakaranamitye§amargahprakτtisundara蕈1【21ii
〔主 人 公 の 〕 善 良 な性 質 に従 って,最 初 に主 人 公 を述 べ て,彼 に よ る敵 の撲
滅 が あ る。 と い うこ と は,こ れ が 本来 正 当 な様 式 で あ る。112111
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佛 教 大學 大 學 院 研究 紀 要 第11號 ・,
vamsaviryasrutadinivarnayitva"riporapi .1』
tajjayannayakotkarsavarnanamcadhiriotinahll22H
敵対者についても,血 統や勇気や学識等を描写して,'彼(敵 対者)を 征服す




韻 律 の な い語 の連 続 は,散 文 で あ る。 ア ー キ ア ー イ カー(akhyayika,説 話)
　
と カ ター(katha,物 語)は,そ の 内の 二 種 で あ る、。・そ の 二 つ の 内 め ア ー キア ー
イ カー は,次 の よ うに言 わ れ る。112311-』 凪 ㌧"
nayakenaivavacyanyanayakeh6tarepavai .・
svagu1lavi§kriyado§onatrabhutarthasa血sinahll2411
〔す な わ ち 〕 主 人 公 に よ って の み 話 さ れ る。:他(カ タ ー)・ は,主 人 公 に よ っ
て も,他 の 人 に よ っ て も,〔 話 さ れ る 〕。 実 際 に 起 つ た 事 を 話 す か ら ,こ こ で は,
自 ら の 長 所,欠 点 は,示 さ な い 。Il24il
apitvaniyamodrstastatrapyanyairudiranatI
anyovaktasvayamvetikidrgvabhedalak§apam囗2511
しか しな が ら,そ こ に お いて(ア7キ ア 冖 イヵ 二)は,・ 他 の人 々(主 人 公 以
外 の人 々)に よ って 〔主 人 公 と して〕 話 さ れ るか ら,〔 読 者 に よ って〕 制 限 が
な い と見 られ る。 他の 人 .(主 人 公 以外 の人)が 語 り手 か,〔 主人 公〕 自 らが語
り手 か とい う こ と は,ど の よ うな 区別 〔の基 準 〕 で あ.るのか 。112511
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,vaktra血caparavaktramcasocchdasatvamca>bhedakaml-・
cihnamakhyayikayascetprasa血gena・kathasv皐pih拿6}1
も し ア ー キ ア 司 カ ー の 区勇け る特 徴 が,*ヴ ァ外 ゲ(vakt'ra,"韻 律 匆,
**
パ ラヴ ァ外 デ(。p。ravaktr。 湘 律 名)zcLて;.ウ 』疔 訪=廿(uc・h・a・a,
章 に 区 分 す る こ と)を もつ とい う事 で あ れ ば,時 々カ タ ーの 中で さえ,そ れ ら




ア ー ル ヤ(arya,韻 律 名)等 の よ うに,ヴ ァ ク トラと アパ ラ ヴ ァク トラの 範
囲 が,何 故 存 在 しな い の か0そ し て ラ「ンバ ・(lamba・ 、巻 に 区分 す る こ と)等 や




そ れ ゆ え に・、カ タ7と ㌃ キ ア、一 イ か は・二 つ 啝 類 が 二 つ の 名 前 に よ っ
て 数 え ら れ た もの で あ るqそ して ζ こ(散 文)に 〔カ タ 冖 ζ ア ー キア ー イ カ冖





少 女 誘 拐,戦 争,F詐 欺 ヂ繁 栄等 〔とい う内 容〕 は,サ ルガ バ ンダ に類 以 す る。
これ らは,け っし て独 特 め 性 質 で は'ない 。1129卜 』一 ∴ 幽:'∫1「,
kavibhavakrtam 、cihn・many・ ・⑳ 咽u$yatii
、
mukh・mista・ ・翁・・amsidhaukimhin・ ・ya‡kr即 群翠aml圃
特 徴 は,詩 人 の 感 情 に よ って作 られ る。一 方 そμ は ま#欠 点 と な らな い。.つ
ま り目的 を達 成 す る こ とに成 功 した 時,知 識 人 た ち に と って,何 が 始 ま り と し
て 存 在 で き な いで あろ うか 。IIloll
!ド9・ ノ'.、 、一 「∵.・・1
misraninat。kad3nit。sam。ny。tra'。i,ta,ahド:广:-
gadyapadyamay3kaciccampurityabhidhiyateIl31H
伝 〔韻 文 と 散 文 め 〕 混 淆 し た て作 品 〕 は
,・ナ ー タ カ'(nataka,.戯 曲)等 で あ る 。
そ の 詳 細 は,栖 あ 機 会 にCぜ られ る で あ ろ う〕0散 文 と韻 文 に よ つ て 形 成 さ れ
た も の は,チ ャ ン プ ー(campu,カ ー ヴ ィ ア 体 の 詩 節 と 散 文 を 交 互,'同 等 に 使
用 す る 作 品)と 呼 ば れ る。IIs111
・・♂'一 『1 .馳'}、・;・ 一 一r!1∵l
t・d・t・dvanm・y・ 血bhuy・h,sam・krtamgrakrt・m.t・ 晦1 ,,、
apabhramsascamiSrarilcetyahuraryascaturvidhamli32躙
厂
この 言 葉 か らな る もの(文 学 作 品)は,一 般1と,サ ン ヌ ク リ ッ ト,*フ6ラ 』 ク
ド コ 　 リボ
リ ッ ト語,ま た,ア パ ブ ラ シ シ ャと 混淆 し た 〔言 語 〕乏 い う四 種 類 の もの で'亡書




Kavyadarsa一 和訳 と注 釈(1.1-40)蠧
大 聖 者 た ち は,サ ン ス ク リ ッ ト語 と 呼 ば れ る も の が 神 々 の 言 葉 で あ る と 解 釈
し た 。 〔サ ン ス ク リ,fト 語:の)タ ッ ドバ ワL(tadbhava,,派 生 語)ジ タ ッ トサ マ
(tatsama,類 似 語),デ ー シ ー ・(deli,'方 言)と は,様 々 な プ ラ ー ク リ ッ ト語 の
毀 階 で あ る 。II3311・'鴨FF',.,1
mahara§trasrayambha§a血prakrstamprakrta血yiduhl
sagarahs{1ktira毛nana面Isetubandh議diyanmayaml134iレ
マハ ー ・ラー シ ュ ・トラ族 が使 用す る言 葉〔す な わ ち マパ 宀 ラ ー シ ュ ト リー語 〕が
優 れ た プ ラー ク リ ッ ト語 で あ る こ と を,人 々は,知 った 。,格言 の宝 石 の海 で あ
ず セ ー ト ゥバ ンダ(Setubandha,橋 の 建設)等 が,そ の 言葉 か らな る。113411
saurasenicagaudicalaticangacatadrsil
yatiprakrtamityeva血vyavahaτe§usa血nidhimil;35!1
シ 妾 ウ ラ セ ー ニ ー 諷 ガ ウデ ィ語,ラ ー テ ィ語,他 の そ れ ら に 似 た 語 は,プ




詩 の 中 で は,牛 飼 等 の言 葉 は2ア パ ブ ラ ンシ ャ語 と呼 ばれ た 。 〔文 学 作 品 以
外 の〕 文 献 の 中 で は,サ ン ス ク リ ッ ト語 以 外 の 言 葉 が,ア パ ブ ラン シ ャ語 と い






サ ル ガバ ンダ 等 は,サ ン ス ク リ ッ ト語 〔で書 か れて 〕,ス カ ン ダ ガ(skandhaka,
韻 律 名)等(に よ る作 品 〕 は,プ ラー ク リ ッ ト語 〔で 書 か れ 〕ダ、ア ー サ ー ラ
(asara,韻 律 名)等(に よ る作 品〕 は,ア パ ブ ラン シ ャ語 〔で書 か れ〕,ナ ー タ
カ等 は,〔 そ れ らの 言 語 の 〕 混 淆 した もの で(書 かれ て い る〕。II3711
kathapisarvabha§abhihsamskrtena℃a'badhyate卜 … .I
bhutal)hasamayimprahuradbhutartha血brhatkathamlI・3sII∵
また カ ター はあ らゆる 言 葉 に よ って 作 ちれ て い る。 そ して,サ ン ス ク リ・ッ ト
　
語 に よ って も。.〔人 々 は〕,・不思 義 な もの で あ る ブ リハ ッ トカ ター(Brhatkatha,
長 篇 物 語)が 幻 の言 葉 か らな る もので あ る と言 う。引 ・381H
lasyacchalitasalyadiprek$arthamitaratpunch,1 .
sravyamevetisai§apidvayigatirudahτtaIlS91レ
ラー スヤ(lasya,,歌 と楽 器 に よ る舞 踊),チfi、 リ『タ,(chalita.身 振 り狂 言),
シ ャル ヤ ー(salya,楽 器 に よ る舞 踊)等 は,観 るた め の も の であ る。 一 方 にお
い て,そ れ ら以 外 の も の は,聴 くた め の もの で あ る。 と い う こと は,こ れ も ま
た,2種 類 で あ る と呼 ばれ る。113911
astyanekogirammargahsuksmabhedahParasparami
tatravaidarbhagaudiyauvarnyete.prasphutantarauII4011
互 い に 小 さ な 差 異 を も つ 文 体 が,様 々 存 在 す る 。 そ め 中 に,・ ヴ ァ イ ダ ル ビ ー
体(vaidarbhi,単 純 ・明 瞭 ・快 適 な 文 体)と ガ ウ デ ィー 体(gaudi,荘 厳 ・晦
渋 な 文 体)が 明 白 な 区 別 と し て 記 述 さ れ る 。 【1400
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κ⑳ ツ44α奮α 一 和 訳 と注釈(1:1ニ ー40)一
註
V.1.*hamsa白 鳥 と訳 出したが,鵞 鳥 ともいわれ,生 物学的に現在の どの鳥 を示す言
葉であ るかは不明であ る。この問題 については,Cf,長 柄行光;サ ンスク リット
文 学 に お け るHAMSAに つ いて ・ 印 仏研 ・17巻2号 ・ 昭和44年 ・、pp,609-164.
9*vyutpatti同 章103偈 に詩 人 で あ る主 な る享 条 件 と して,pratibha想 像 力),
srutam(教 養),abhiyoga(詩 作寒 修)
.が記述 さ れて い る。vyutpattilま,srutam
に相応 す る。 くわ し くは,Cf・ 上 村 勝 彦;イ ン ド古 典詩 論 にお け る詩 作 の 条 件 ・
東 方学,No.43,1972年,PP.1-18.
11*vrtta,jatiサ ンス クリ ッ ト語 の韻 律 は,長 ・短 に よ って 決定 され る。短 は,短 母
音 を含 む音 節,長 は,長 母 音,二 重母 音,短 母 音 で あ っても 母 音 の 後 に2つ 以 上
の子 音 が続 く音 節 で あ る。 そ レて 韻律 を ユ 大 別 す ると次 の 二 つ に分 類 され る。
vrtta(ak§ara-cchandasと も い う)aksaraと は,音 節 と い う意 味 で,長 短 の音
節数 とそ の位 置 に よ って 決定 され る韻律 。
jati(matra-cchandasと もい う)血 馳照 恚 は.,,音 を 発 す るた め の時 間単 位 を
表 わ し,短 を1matra,長 を2matraと し,matraの 数 に よ らて 決定 され る韻 律 。
12*chandovicitiDandinカ ミKdvyadarｧaの 付 録 と して 著 作 す る予 定 で あ った 書 物,
あ るい は,Kδ"δ 跏 プ6α以 前 に成 立 した現 存 しな い韻 律 学 の書 物,ま た単 に韻 律
学,韻 律 を 意 味 す る とい う二 説 に分 か れ て い る。Winternitz億,'イ ン ド文 献 史
の 中で 韻 律学 と し(中 野 義照 訳,b層イ ン ドの純 文 学,厄1966年,'p.X11),Jacobiは,
D姆inの 著書 と し(lndischeStudien,'17,442ff),Kaneは,韻 律 と理 解 して い
る(lndianAntiquary,46,㌔177f)6
15*itihasaこ こで は,RamdyanaとMandbadrtaを 示 す 。 ・
18*rasa一 般 に8種 あ る ド





















***sa血dhi発 端 ・進 展 ・発 展 ・停 滞 ・大 団 円 サ ン ス ク リッ トの 物 語 に は,悲 劇 は
な く全 て 大 団 円 で終 る。 ・
19*bhinna-vrtta-antairKavyddarsa成 立 以前 の初 期 のkavyaに お いて も,こ の 傾
向は,見 られ る。 例 え ば,A6vagho孚aのSaundaranandaに お い て,各 章 最 後
の数 偈 の韻 律 は,変 化 して い る。
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23*akhyayika・katha説 話 並 び に物 語 と訳 出 したが,こ れ ら二 語 の概 念 を 明 確 に定
義 す る こ とは ・ほ とん ど不 可能 で あ る。 例 え ば,t..(7世 紀)は,Harsacarita
(Har§a王 の伝 記 を 中心 とす る詩)をakhyayikaと し,Kddambari(歴 史 性 の
な い伝 奇 小 説)をkatha ,として い る。 またKsemendra(11世 紀)は,Brhatka-
thamanjariの 主 話 をkathaと し,挿 入 され た 物 語 をakhyayikaと 言 って い る。
騨 四郎(サ ンス ク リ・ ト文戦 岩踏 書 ・973年・P…5)・ 、Wi…mi・ ・(前
出 イン ドの純文学P・269)両 氏 も区別不可能 としてい る。 同章第28偈 の内容か
ら考え ると,共 に散文の概念の中の一部分であ り,同 じものを指す と考え られ る。
26*vaktraslokaを 詩 論 家 は,vaktraと 呼 ぶ 。
**aparagaktra11音 節 の2句 と交 替す る12音 飾 の2句 を1偈 とす る韻 律
。
27*arya第11偈 註 のmatra-cchandasに よ る韻 律 。.
32*こ こで 述 べ られ て い るprakrt語,apabhramsa語 は,近 代 言 語 学 で い う各 々 の
語群 を 示 す もの で は な い。 す な わ ちサ ンス グ リッ ト語 の規 範 を 中心 に 考 え,規 範
の崩 れ て い る言 語 群 を,崩 れ る度 合 によ って,prakrta,apabhramsapと した
の で あ る。 参照 第33偈
34*Setubandhaカ シ ミー ルを 治 め てい たPravarasenaII(約5世 紀 ごろ)あ るい は,
彼 の 宮廷 詩 人 に よ るmaharastr3語 で 書 か れ た 作 品 を指 す と思 われ る。
36*abh3raapabhramsa語 の 由来 がabhira族 の 言 葉 で あ る とす る学 説 もあ るが,疑
わ し く・両 語 の 関係 につ い て も諸 説 あ り,こ こで は 言語 名(abhira語)と せ ず,
単 に牛 飼 と訳 出 してお く。
38*Brhatkatha内 容 ・言 語 に 関 して は 不 明 で あ る。Gunadhya(年 代 不 明)な る人 物
によ って,prakrt語 の一 種 で 書か れ た と され る説 話 集 を 指 す と考 え られ る。
40*vaidarbhY体,gaudi体 長 い合 成 語,響 き の強 い 音,比 喩,対 句 等 を多 く使 用 す
る こ とを特 徴 と し,よ り修 辞 的 な 文体 をgaudi体,そ れ と は反 対 に,単 純 で 文 脈
の 理 解 しや す い文 体 がvaidarbhi体 で あ る。
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Kavykdarsa一 和 訳 と注 釈(1.1-40)-
1-40Kdroydlamkaraと の類 似 点 は しが き註(1)の 中で 述 べ た よ う に,年 代 論 にお い
て,BhamahaとDandinの 先 行 問 題 が あ る。 そ の 一 つ としてKdvyadarsaと
Kdvydlamkdraの 類 似 点 で あ る。40偈 ま で を 例示 す る。(Kδ渺 〃Zα励航7α は,P・V・
NaganathaSastry;KAVYALANKARAOFBhdmaha,EditedwithEnglish










これ らの共 通 部 分 は,全 てsargabandhaの 一 般 的 内,容 特 色,別 名 に つい て 述 べ
た もの で あ り,修 辞 学上 の定 義,Dandin,Bhamahaに 見 られ る共 通 の概 念 で も
な い。 す な わ ち,こ れ らの共 通部 分 は,二 書 に お け る引 用 関係,あ るい は,ま た
以前 に成 立 した 現 存 しない 原 典 か らの 引 用等 が,こ の3偈 のみ を 比 較 す る限 り,
論 究 で き な い 。





・大 類 純;バ ー マ ハ とダ ン デ ィンを め ぐりて,東 洋 大 学 紀 要,No.10,1957.
・上 村 勝 彦;イ ン ド古典 詩 論 にお け る詩 作 の 条件,東 方 学,No.43,1972.
※紙幅 の都合上 サンスク リット語以外の韻律,言 語に関 して,論 究 しなか った。別の機会
を期 したい。(1983年,11月)
(文学研究科博士後期課程 ・佛教學専攻)
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